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国分寺市にふるさとをつくる会 														　　	理事長	白木	昭憲

「執行体制へのバトンタッチ」	
												　副理事長　岡本浜夫	
　平成１３年春に「Ｘ山（現西恋ヶ窪緑
地）の自然林保全と子孫にふるさとを伝
えよう」と自身が先頭に立って、Ｘ山を
残すために、約一万人に及ぶ署名を集め、
市議会･行政関連部署に請願書等の働きか
けで、国分寺市がこのＸ山樹林地を買い
取り、「Ｘ山の自然林保全と子孫にふる
さとを伝えよう」の、目的である第一歩
を踏み出した。	
その後、平成１５年に法務局に法人化を
申請し、登記された。	
　現在の特定非営利活動法人国分寺市に
ふるさとをつくる会（以降、ふるさとの
会と称す）を設立した創始者で多くの仲
間（会員）を集い、ふるさとの会の礎を
築かれた初代理事長前島征武氏が、去る
６月１０日（土）の総会で理事長職を退
かれ、新執行体制の理事長白木昭憲氏へ
のバトンタッチが、承認された。	
　初代前島理事長の多年に亘ってのご指
導とご尽力に謝意を表し、心より御礼申
し上げます。	
　バトンタッチされた新執行部は、ふる
さとの会が築かれた礎を重んじながらも、
踏襲するだけでなく、時代に即した理念
と組織や事業を見直し、明るく楽しい
「ふるさとの会」新体制構築に微力なが
ら尽くす所存です。	
	

新体制になって	
							　　　　監事　金澤誠一	
　新理事長、新理事に就任された皆様ご
苦労様です。前理事長が心血注いで創り
上げた国分寺市にふるさをつくる会を長
く継承して頂ける事を願います。今まで
の会運営と違う発想で、ふるさの会を盛
り上げて頂きます事を期待しています。	
　先日、仕事で「つくばみらい市」に
行った際、ここ３年ほど前からさつまい
もをボランティアで育て、会の皆さんに
提供して頂いております、中島さんとお
会いしました。今年も３種類の種を植え
てあるから、１１月には是非、国分寺の
子供達を連れて、皆さんでいも掘りを楽
しんでくださいと言われました。子供た
ちも参加できるようなら、私も監事とし
て１５年間携わった、「国分寺市にふる
さとをつくる会」なので、地元の子供達
との交流等も施行したいと考えます。自
然に対する環境に、子供たちが少しでも
馴染めるように私も地元の皆様と共に努
力協力をおしまないつもりです。	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
　　　	

Ｘ山に新しい風を!	
														監事　縄田敬二郎	
　当会は平成13年にＸ山樹林地を守るた
め前理事長の前島様、夫人が立上げ今日
に至っています。15年間の活動により会
員数600名、各種の事業実施５部門、７
関連団体があり、その他の部門とも協力
して市、地元の発展に寄与して参りまし
た。今日までの当会の動向は恋ヶ窪図書
館の「国分寺市にふるさとをつくる会」
会報綴りをご覧下さい。(1号～184号)	
　新年度(6月)から新しい体制にて、白
木新理事長を中心として出発しておりま
す。当会が永年培った実績、人材、組織
を今後も他部門と協力し、地区は勿論、
市とも協力し全体の発展に寄与して参り
たい。	
　新しい風を!全体の協力で!	
新出発で!	

恋ヶ窪用水跡地を訪ねて 	
　　　　　　　理事　村瀬方郎 	
　西恋ヶ窪１丁目の恋ヶ窪用水跡地
の南端から姿見の池へ。恋ヶ窪用水
跡地の南端から市道３－４－６号の
計画道路を渡り、熊野神社の西側を
下って東福寺の前を通り過ぎ西側か
ら姿見の池に至る跡地。恋ヶ窪用水
跡地の南端から姿見の池までは、現
在は舗装された道路になっており、
用水跡地の痕跡は見られない。	
　恋ヶ窪用水跡地の北端から西武国
分寺線の下を潜りぬけたところの道
路を渡ったところから仲よし橋の下
をくぐり抜け、サミットの前に抜け
る道路まで用水跡が一部埋立てられ
て道路状となり、一部は草花が栽培
されている。用水の側壁が見られ、
用水の跡地であることがわかる。サ
ミットの前に抜ける道路から東京む
さし農協・国分寺店に向けての用水
跡地が舗装されて道路となっており、
用水跡地の痕跡は見られない。	
　東京むさし農協・国分寺店沿いか
ら中街道を横断して、玉川上水の久
右橋に向けて北上して五日市街道近
くの野中新田榎戸新田とぶつかる
恋ヶ窪用水の分水口まで。用水跡地
は道路で舗装されており、	
用水の痕跡は見られな。 	
		以上が恋ヶ窪用水の跡地を図書館
で調べて、徒歩で見たところである。	
 	

守られて来た都会のオアシス	
　　　　　　　	理事　中尾明長	
　学生達が夏休みを迎えた先日の午後、
国分寺からさほど遠くない所で、東京都
選定歴史的建築物に指定されている学園
を、卒業生の知人に案内して貰った。建
築を長年仕事とした、私の尊敬する米国
の著名な建築家フランク・ロイド・ライ
トが、その弟子遠藤新と共に日本に遺し
た建築作品で、昭和五年に着手した校舎
や体育館、図書館、食堂、寮など特徴的
なデザインを駆使した多数の施設が１０
万㎡の敷地に配置され、今なお健全に活
用されている。写真を撮りながら構内を
巡ると、周辺の深遠な自然林に囲まれた
広大な芝生広場や花壇、湧水を引いた小
さな池などが公園のように整備されてい
て、池にはメダカやアメンボが水面を動
き回り赤トンボや揚羽蝶も沢山見かけた。
林の巨木の足下に野生の草花も花木と共
に沢山認められる。外界の騒音は殆ど届
かず、林を抜ける涼風に都会の暑さを忘
れたひとときだった。	

姿見の池緑地保全地域の	

里山へＧＯ!に参加ください	
日時：平成29年8月27日(日)	
　　　　１０：００～１５：００	
場所：姿見の池緑地・日影山	
内容：親子での自然体験活動	
　　　　(下草刈り、低木の伐採、	
　　　　　セミの抜け殻観察、	
										ザリガニ釣り)	
主催：東京都環境公社・	
　　　国分寺姿見の池緑の会	
協力：国分寺市にふるさとをつくる会	
　詳細は、東京都環境公社ホーム	
	ページで御覧下さい。	
・東京の自然にタッチ里山へＧＯ	
・里山活動に参加する、で検索	
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・国分寺市にふるさとをつくる会

	8月	6日(日)	環境ひろば

　　			10:00	国分寺市役所第5庁舎会議室

	8月	9日(水)	森の教室指導者養成講座

								9:30	恋ヶ窪公民館

					9日(水)	森の教室運営委員会

							13:30	恋ヶ窪公民館

				12日(土)	ふるさとの会合同幹部会議

　	　　13:00	恋ヶ窪公民館

　		12日(土)	野川源流自然再生準備会

　　　	15:30	恋ヶ窪公民館

				13日(日)	姿見の池ホタルの会作業

　	　　	9:30	姿見の池

				13日(日)	姿見の池ホタルの会会議

　		　	14:00	都営住宅集会所

				18日(金)	ふるさとの森自然観察会

								9:00	西国分寺駅南口噴水前

				19日(土)	日吉町町内会定例会

							13:30	第五小学校	ランチルーム

				20日(日)	森の自然塾

	　　　	8:30	Ｘ山中央

		　26日(土)	第九小プレサマースクール

						　9:30	第九小学校体育館・姿見の池

		　27日(日)	里山へＧＯ!(東京都環境公社)

							10:00	姿見の池・日影山

												(注)スタッフ集合は、9:00

		　27日(日)	防災推進の街づくり仲間の会

							14:00	第九小学校図書室

				31日(木)	会報配布準備

							14:00	恋ヶ窪公民館（印刷は13:30～）

				31日(木)	広報委員会

							15:30	恋ヶ窪公民館

				31日(木)	多摩に歩く会会議

							16:30	恋ヶ窪公民館

　親御さんが見守る中

人間?(右黒仮面)に向け一斉放水!!

８月行事予定

ホームページをご覧ください。

	　	QRコード

"絵が出るマト"に向け一斉放水!!

　自然観察会のご案内(神代植物園)	
　　　　　　　ふるさとの森自然観察会	
　期		日：平成２９年８月１８日(金)	
　集		合：9：00	西国分寺駅南口噴水前	
　会		費：３００円(保険料他)	
　案		内：観察会メンバーが担当	
		申込先:小平市仲町２７－２２	
　　　　　森の自然観察会　飯島太平冶	
　申込方法：ハガキに住所・氏名・年齢	
　　　　　　電話番号を記入し、	
　　　　　　平成２９年８月１０日迄に	
　　(昼食は、蕎麦をご一緒し、解散の予定)　　　		
　　　	　　　　　　　　　　(雨天中止)	

日吉町町内会の　	
　　　表彰制度について	
　　　　　　	会長　鹿島義之	
　表彰制度のキッカケは、平成２７
年６月に警察署主催フォーラム「持
続可能な安全・安心まちづくりの推
進策」で、当時の前島会長が防犯パ
トロールを継続させるためには、表
彰制度が必要と発表する事となり、
大至急「表彰規定」を作成する事と
なり、主として岡林幹雄氏・岡本浜
夫氏が担当し、平成２７年２月２１
日に「表彰規定」を正式に作成した。
そして当会にて承認された。最後に
小金井警察署吉田係長と小金井・国
分寺防犯協会千本木会長の了解を得
て表彰制度がスタートしました。	
表彰対象者は従来から継続している
防犯パトロールに参加が１００回毎
にクリーアーされた方に、小金井・
国分寺防犯協会会長と国分寺市日吉
町町内会会長連名の功労賞を授与し
ます。平成２９年６月３０日現在で
２年４ヵ月経過しましたが、本表彰
制度発足から１７名が延べ２６回受
賞(２回受賞者が７名、３回受賞者が
１名)となりました。そして小金井警
察署に柘植辰雄氏、西浦茂光氏を防
犯功労者として推挙し、今年７月６
日に２名が授賞式に出席する事がで
きました。これで当会から受賞者が
８名となりました。これからも小金
井警察署の指導により防犯パトロー
ルを継続して行きたい。	

森の自然塾「７月」エックス山
「水」と「歓声」の饗宴	
	森の自然塾リーダー長谷慎太郎 	
　森の自然塾７月「竹水鉄砲」作製
を担当して３回目を迎えました。今
年も事前準備として養成講座の仲間
に青梅まで来て頂き、その後、恒例
のＢＢＱで準備疲れを癒しました。
石の上にも三年、最初は、水鉄砲の
ピストン部分の素材に何を使用する
か苦慮しましたが「スキマテープ」
に行きつき、子供たちの楽し気な水
鉄砲の放水を見ていると「的」をど
うするかで改善検討を加えて、今年
は、昨年同様の「水に濡れると絵が
出る的」と「ペットボトルのだるま
落し的」に「動く的、謎の黒仮面
（綿貫さんに依頼）」とゲーム的要
素をプラスしました。最後に出てき
た「的」謎の黒仮面には、子供たち
もビックリ！一斉に黒仮面めがけて、
水弾を放水、逃げ惑う黒仮面、子供
たちの笑顔。心配された天候も水鉄
砲日和の天気に恵まれて、子供たち
と一緒に、楽しく遊ぶことが出来ま
した。子供たちへのアンケートに
「本当に楽しそうで、イキイキとし
た表情をたくさんしていました。Ｔ
Ｖゲームなどでなく、自然の中で昔
の遊びをすることの大切さを学びま
した（母）」の追記があり、親御さ
んにも自然遊びを理解していただき
本当に良かったと思いました。	
	


